
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

              第 30 回埼玉県女子サッカー大会代表決定戦 

WOMEN’S 

SOCCER 

CLUB 

SHOBI UNIV. 

2010 年 

8 月 2 日発行 第 15 号 

が終了した。7月 4日（日）に行われた 

準決勝では、高校 2位である久喜高校 

と対戦。ＦＷ石渕（横浜国際女学院 

翠陵高校出身）が前半だけで 3得点 

を奪う活躍を見せ、6－1で勝利。決勝へ 

と駒を進めた。決勝戦は 7 月 11 日（日）。強い日差しが照りつける中、一般の部決勝で対戦したエルフ 

ェン狭山マリとの戦いとなった。一般の部決勝では、7－1で勝利を収めていたと 

いうことが油断を生んだのか、尚美学園大学は試合開始わずか 20 秒で先制を 

許してしまう。すぐに 1点を返し同点に持ち込むも、またしても簡単に崩さ 

れ失点、しかし負けじと奪い返してまた同点とするという波乱の展開。試合開始 5分間のうちに両チーム 2得点ずつという、信じられ 

ないほどのゴールラッシュで決勝戦 

の火蓋が切って落とされた。エルフ 

ェン狭山マリは、一般の部決勝での 

敗戦を活かし試合を展開。3週間前 

の大敗が信じられないほどの勢いで 

尚美学園大学ゴールへと襲い掛かる 

と、何度も決定的なシーンを作り出 

し、ペナルティエリア付近で得たフ 

リーキックを直接決めて 3 点目を奪う。一方、尚美学園大学も悪い流れを断ち切ろうと果敢に攻め込み試合を進めていくが、なかなか 

ペースを握ることができない。それでも前半のうちに 2点を追加し、4－3で前半戦を折り返す。ハーフタイムで落ち着きを取り戻した 

のか、後半に入りすぐに 1 点を奪った尚美学園大学は主導権を握り、さらに 1点を追加。何度か危ないシーンがあったものの、後半は 

                                       無失点で抑えきり 6－3で勝利。苦しみながら 

          1－1  国体山形県選抜     △ 

          1－4  筑波大学        × 

          1－0  晴海総合高校      ○ 

          5－0  北海道文教大学明清高校 ○ 

          6－1  湘南学院高校      ○ 

          1－4  国体埼玉県選抜     × 

          ９戦６勝３敗１分

◆第 30 回埼玉県女子サッカー大会 代表決定戦 

  尚美学園大学  6－1  久喜高校        ○ 

          6－3  エルフェン狭山マリ   ○ 

◆練習試合（各試合とも試合総本数での得点結果となる） 

  尚美学園大学  4－5  村田女子高校      × 

も 4年連続優勝、4連覇を成し遂げた。これ 

により、秋に行われる関東大会への出場が 

決定。一昨年、昨年は接戦の末、初戦 

敗退を喫しており、今年こそは関東 

大会でも上位進出、関東大会のベス 

ト3に与えられる全国大会への出場 

権を獲得したいところ。しかし、 

課題は山積み。この夏を乗り切 

り、チームが 1ランク上へ 

と成長できるかが鍵と 

なる。今後の尚美学園大 

学に成長振りに注目だ。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
               8 月 27 日（金）、第 24 回関東大学女子サッカーリーグ戦（通称：関カレ）が開幕する。尚美学

園大学は、昨年度同リーグ 2 部において優勝を収め、1 部リーグへ昇格。今年度より、創部以来初の 1 部リーグ所属となる。大学女子

サッカー界で 1 番大きな大会は、全日本大学女子サッカー選手権大会（通称：インカレ）。尚美学園大学は、このインカレで優勝する

ことを目標に掲げ今まで活動を続けてきたが、インカレへの出場権は関カレ1部リーグで5位以内に入らなければ得ることはできない。

1 部リーグは 8 チームで構成されており半分以上がインカレへの出場権を得ることができるが、それは決して容易なことではない。近

年では、インカレのベスト 4のうち 3チームは関東のチームが占めており、関東のレベルの高さが伺える。世代別日本代表も多数在籍 

し、昨年度インカレ優勝を収めた早稲田大学や、準優勝の神奈川 

大学、3位の関東学園大学。さらには昨年度埼玉県内の大会で 

何度も対戦し負け越している武蔵丘短期大学や、過去に何度も 

日本一を経験している日本体育大学など、強豪がひしめく。 

5 位以内に入るためには少なくとも３勝はしたいところ。昇格 

したばかりの挑戦者、尚美学園大学。夢への挑戦が今始まる。 

第 24 回関東大学女子サッカーリーグ戦 1 部 

節 日 時 時間 対  戦  表 会 場 

1 8 月 27 日（金） 14：00 武蔵丘短期大学 × 尚美学園大学 ＮＡＣＫ５スタジアム大宮

2 9 月 11 日（土） 13：00 神奈川大学 × 尚美学園大学 神奈川大学 

3 9 月 19 日（日） 11：30 早稲田大学 × 尚美学園大学 早稲田大学 

4 9 月 23 日（木・祝） 13：00 日本体育大学 × 尚美学園大学 日本体育大学 

5 10 月 17 日（日） 16：30 関東学園大学 × 尚美学園大学 太田市運動公園 

6 10 月 24 日（日） 11：00 筑波大学 × 尚美学園大学 尚美学園大学 

7 10 月 31 日（日） 13：00 東京女子体育大学 × 尚美学園大学 尚美学園大学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

                                    第 65 回国民体育大会サッカー成年女子の各地域予選 

                                    が、8月中旬に各地域で行われる。尚美学園大学から 

                               は 6つの各県選抜に総勢 19 名（サポートメンバーを 

創部以来、シーズン前半戦の山場として位置づけてきた埼玉県女子サッカー大会。課題の残る試合内容ではありましたが、4 連覇という形で終える

ことができ、本当に嬉しく思います。暑い中応援に駆けつけてくださった方々、心の中でエールを送っていただいていた方々、本当にありがとうご

ざいました。8月 27 日から開幕する関東大学女子サッカーリーグ戦は、私たちの目標であるインカレ制覇へ向け必ず上位に入らなければならない大

会です。そして、女子サッカー部初代部員である現 4 年生は最初で最後の挑戦であり、4 年間の努力はこの大会のためだったと言っても過言ではな

いくらい、懸けている大会です！ぜひ！ぜひ！！会場まで足を運んでいただき、私たちと一緒に戦ってください！一緒に国立まで行きましょ

う！！！この記録的猛暑に負けないくらいの熱い夏にしようじゃありませんか！皆様のより一層の力強い応援、ぜひともよろしくお願い致します。

 尚美学園大学女子サッカー部 吉田 葵

含む）の選手が選出された。秋に開催される本大会へ 

     向け、各県代表として、また尚美学園大学 

  の代表として、各選手の活躍に期待 

                                      したい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

富山県選抜 

 

 

 

石崎真奈美（3年） 中田智子（1年） 

高岡商業高校出身    高岡商業高校出身 

山形県選抜 

 

 

 

山下悠（3年） 

山形城北高校出身 

広島県選抜 

 

 

 

小田加奈子（2年） 横山由里子（2年） 

埼玉県選抜 

 

 

 

弘中麻美（4年） 矢島由希（4年）

埼玉栄高校出身    埼玉栄高校出身 

 

 

 

吉田葵（4年）  飯嶌うなみ（2年）

本庄第一高校出身     埼玉栄高校出身 

 

 

 

池田貴美（2年） 大滝彩美（1年）

広島文教大学附属高校出身 広島文教大学附属高校出身 

 

 

 

小田彩加（2年） 

広島文教大学附属高校出身 

徳島県選抜 

 

 

 

美馬智子コーチ 

※選手として出場 

神奈川県選抜 

 

 

 

宮﨑彩菜（4年）   石渕優紀（3年）

湘南学院高校出身   日本航空高校出身 

 

 

 

高橋花歩（1年） 

横浜国際女学院翠陵高校出身 横浜国際女学院翠陵高校出身

 

 

 

阿部文香（1年）   浅利真耶（1年）

横浜国際女学院翠陵高校出身    湘南学院高校出身 本庄第一高校出身 

 

 

 

久木田祐子（2年） 

横浜国際女学院翠陵高校出身 


